
　社会のみんなが互いに助け合い、支えあうために作られたマークです。
　世の中にはさまざまなシンボルマークがあります。身のまわりのマークを探し
て、意味を調べてみましょう。

　戸籍や住民票などの証明書は、本人や家族が取得できることはもちろんですが、本人からの
委任を受けた人や、法で認められた正当な理由がある人は、第三者であっても取得が可能です。
特に、弁護士、司法書士などの八士業と呼ばれる人たちは、「職務上請求書」を使用した取得が
認められています。一部の人たちがこれらの仕組みを悪用して個人情報を調べたことによる犯
罪や人権侵害事件が、数多く発生しています。

　「本人通知制度」は、事前に登録しておくことで自分の戸籍や住民票などの証明書が第三者へ
発行されるとお知らせが届く制度です。登録することで身に覚えのない請求に早く気づくこと
ができ、また、たくさんの人が登録するほど不正請求がされにくくなる効果が期待できます。
ご自身と大切なご家族の個人情報を守るため、積極的にご登録ください。

このシンボルマーク
知っていますか？
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　義足や人工関節、体の内側の障がいや病気、妊娠の初期などは、外見からは
分かりにくいため、周囲から援助を得やすくするためのマークです。このマークを
身につけている人を見かけたら、電車・バスなどで席をゆずる、困っている様子の
人には声かけをするなど、思いやりのある行動を心がけましょう。

ヘルプマーク

　自動車免許を受けている70歳以上の人で、加齢によって運転に影響があると
考えられる人の自動車の前面と後面へ表示することが「努力義務」として定められ
ています（罰則はありません）。この標識をつけた自動車に対して、無理な幅寄せや
割り込みをした場合、法律によって処罰されることがあります。

高齢運転者標識（四つ葉マーク）

　手話の普及や啓発、手話の使いやすい環境づくりを推進するため、宍粟市が
新たに作った「宍粟市手話啓発ロゴマーク」です。マークには世界で広く使われて
いる「アイラブユー」の手話が取り入れられています。市では手話の普及啓発に
取り組む「アンバサダー」制度を新設し、募集も行っています。

宍粟市手話啓発ロゴマーク

本人通知制度は窓口で
カンタンに登録できます。

市公式サイト内「本人通知制度」ページ

担当：市民生活部 市民課 市民係
☎0790-63-3100
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